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vol.255
ばくがにくとぅ 黄金

言葉

株式会社 あざみ屋は、石垣島で伝統の織物である「みんさー織」の製品を50年以上製造・販売し
ています。今回は、新 賢次 代表取締役社長にこれまでの会社の歩みや地域の伝統の保存・承継
と会社経営の両輪を今後どのように発展させていくのかなどについてお話を伺ってまいりました。

地域伝統の承継と事業発展の両輪地域伝統の承継と事業発展の両輪

会社の創業と「みんさー織」について

弊社は、昭和46年（1971年）、本土復帰の１
年前に創業しました。もともとは、先代の親が
洋裁業を営んでいましたが、復帰を契機に「地
域に新たな産業を起こしたい」という思いか
ら、それらの事業を整理し、織物業へと転換し
たことが株式会社あざみ屋の始まりです。
当社は、織物の生地をつくるだけではなく、
将来の産業の担い手を育てることを目的に、織
り手（織子）を養成する織物技術者の育成と、
加工技術者の育成を同時に進めてきました。人
材育成と企業経営を車の両輪としてスタート
し、その後、昭和51年に法人化し現在まで50
年。漸く、約半世紀を迎えたところです。
当社の中心となる商品が「みんさー織」で
す。みんさー織は古くから沖縄・八重山地方に
伝わる織物で、現在は国の伝統的工芸品に指定
されています。先代である私の母は、織りの技
術に加え、洋裁の技術も持ち合わせていたた
め、「織物を織るだけでなく、加工して製品と
して届ける」という発想を早い段階から持って
いました。沖縄の復帰を境に地域の姿が変わっ
ていく中で、「このタイミングでこそ、地域の
産業をつくるべきだ」と考え、みんさー織を核

とした事業を立ち上げました。
みんさー織の最大の特徴は、絣

かすり

模様が「五
つと四つ」の組み合わせで表現されている点に
あります。もともとは帯として織られ、今でも
豊年祭などの年中行事や郷土芸能の衣装として
使われています。

みんさー織を発展させた商品展開

みんさー織は、もともと着物の帯に使われて
きましたが、帯だけでは需要が限られてしまい
ます。そこで、当社では、帯にとどまらず、
バッグや小物、ウェアなど、さまざまな加工品
を開発し、バリエーションを広げることで商品
展開を図ってきました。

株式会社　あざみ屋
代表取締役社長　新　　賢 次
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これまでに、事業の転機となった出来事がい
くつかあります。
一つは、1970年代からウェアやネクタイなど
のファッション製品開発を手掛けており、1987
年に開催された海邦国体の際に選手団のユニ
フォーム用ネクタイをみんさー織で仕立てたこ
とをきっかけとして、ネクタイが売れ筋商品と
なりました。
また、みんさー織を活用したウェア製品づく
りの取り組みは、2000年の沖縄サミット以降、
沖縄らしいウェアの普及活動が活発化したこと
もあり、みんさー織かりゆしウェアがより多く
の方に着用していただけるようになっていきま
した。
かつては伝統的な帯として使われてきたみん
さー織は、今では地域の祭りや芸能の衣装にと
どまらず、夏の沖縄を彩るシャツやウェアとし
て、幅広い場面でご愛用いただいています。

二つ目は私が２代目として新たに取り組んだ
ことですが、1987年に織物資料展示室をオープ
ンさせ、1988年から「手織り体験」プログラム
を開発し運用を開始したことです。これらは、
みんさー織を主とした織物文化の普及活動の一
環でした。これにより八重山の島民だけでな
く、誰でも短時間で織物文化に触れ、理解を深
めることができるようになりました。このこと
は、商品という単なる“もの”を作っているので
はなく、その“もの”の背景である文化の理解が
大切であるという考えです。現在でも当社の特
色であり、強みでもあると思っています。

地域の伝統の担い手となる人材育成

こうした商品展開が成功した背景には、人材
育成に力を注いできた歴史があります。基本的
な流れとして、製品を作る織子さんを募集し、
まずは最低でも６か月ほど基礎的な研修を行
い、その後に実際の仕事として生産に関わって
もらいます。ただ、技術が安定し、一人前と呼
べるようになるまでには、やはり数年はかかり
ます。みんさー織の世界では、少なくとも10年
ほど経験を重ねて、ようやく本当の意味で一人
前といえる職人として育っていく、という感覚
です。当社で育てた織子さんたちは、創業当初
から基本的に「自宅で織る」というスタイルで
仕事に携わっています。はた織り機は各自の自
宅に設置し、工場側では図案づくりと経

たて

糸
いと

の準
備を一括して行い、織子さんはそれを織り機に
セットして織り上げていく。
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このような分業体制を創業時から続けてきま
した。家庭にいながら技術を磨き、仕事として取
り組める仕組みづくりも、当社の大きな特徴です。
現在、みんさー織に携わる織子さんのバック
グラウンドはさまざまです。子育てを終えて新
たな働き方として織物を選ばれる方もいれば、
最近では子育て前の若い世代の方も増えていま
す。若いうちから織りを始めると、習得後、熟
練した技術を長く生かしてもらえるというメ
リットがあります。一方で、現在は70代以上の
ベテランが全体の６割以上を占めており、高齢
化が進んでいるのも実情です。そのため、今は
特に若い世代の受け入れ・育成に力を入れてい
るところです。また、県外から石垣島に移住
し、「みんさー織に携わりたい」と織子になら
れる方も少しずつ増えています。沖縄の伝統的
な織物に魅力を感じて島に移り住み、技術を一
から学んでくださる方々の存在は、地域の文化
を次世代につなぐうえでも大きな支えになって
います。こうした多様な人材とともに、みん
さー織とその加工品の可能性を、これからも広
げていきたいと考えています。

あざみ屋とみんさー織の未来

あざみ屋という会社として、そしてみんさー
織という伝統そのものとして、目指しているの
は「いつの世までも」続く、持続可能な仕事の
かたちをつくることです。そのためには、時代
に合ったものづくりを続けることはもちろんで
すが、それと同じくらい「人づくり」が欠かせ
ません。織りの技術者を育てること、ビジネス
としてしっかり運営していける人材を育てるこ
と、その両方があって初めて、みんさー織と会
社の未来が続いていくと考えています。弊社で
人が育ち、会社として力をつけていけば、「み
んさー織の仕事で生活が成り立つ」という状態
に近づいていきます。そうなれば、みんさー織
という仕事そのものも、より長く続いていくは

ずです。技術やノウハウをきちんと次の世代へ
つないでいくことこそが、仕事の持続可能性に
つながると考えています。

みんさー織の魅力

当社では毎年、新しいデザインを企画・制作
しており、特にシャツは例年３月頃に新作を発
表しています。伝統的な文様を大切にしながら
も、色使いやデザインを工夫し、日常で楽しめ
る「着るみんさー」として提案しているので、
まずは一度、実物を手に取ってご覧いただきた
いと思います。
みんさー織は、いわば「少し贅沢な日常着」

です。もちろん、価格だけで比べれば、半分ほ
どの値段で買えるシャツも世の中にはたくさん
あります。ですが、伝統工芸であるみんさー
シャツには、機能性だけでは測れない価値、た
とえば、心の豊かさや、身につけた時にふっと
感じる誇らしさのようなものを込めたいと思っ
ています。「ふだん着ているシャツとは、どこ
か違う」。そう感じていただける部分こそ、み
んさーシャツの一番の魅力であり、私たちが大
事にしているところです。いきなりシャツから
ではなく、まずは名刺入れやインアテリア小物
など、小さなアイテムからみんさー織を暮らし
に取り入れていただくのも良いと思います。そ
うした一点物との出会いをきっかけに、みん
さー織の手ざわりや温かみ、そしてその背景に
ある物語を、少しずつ楽しんでいただけたらう
れしいですね。
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次世代へ継ぐ島文化
沖縄銀行　坂田支店長
銘苅　紀乃

県内でも地域活性化の兆し
沖縄銀行　末吉支店長
仲宗根　弘顕

（2025年10月12日掲載）（2025年10月７日掲載）

アニメと聖地巡礼が生
む経済効果

2023年、日本のアニメ産業は初めて市場規模が
３兆円を突破し、海外展開が全体の半分以上を占め
るなど世界的な成長を遂げています。24年には内
閣府がアニメを基幹産業と位置づけ、今後さらなる
拡大が期待されています。
その中で注目されているのが「聖地巡礼」です。
アニメの舞台の地域を訪れるファンの行動が観光客
数の増加や消費活動を促し、地域経済に大きな効果
をもたらしています。16年の映画『君の名は。』は
聖地巡礼ブームの火付け役となり、飛騨高山などの
地域に継続的な観光効果をもたらしました。24年
に函館市が舞台となった『名探偵コナン』は、観光
客が前年比74万人増加し、経済効果は103億円と
試算されました。
海外でも同様な動きが見られます。台湾の九份は

『千と千尋の神隠し』の舞台とされ、長年にわたり
観光地として定着しています。マレーシアのクアン
タンビーチも『呪術廻戦』の登場で話題となりまし
た。次世代型の「コンテンツツーリズム」として国
内外から注目を集めています。
沖縄県内でも、アニメによる地域活性の兆しが
見られます。『呪術廻戦　懐玉・玉折編』では那覇
空港や美ら海水族館、『THE FIRST SLAM DUNK』
では読谷村の渡具知ビーチ、そして『沖ツラ』のう
るま市などが聖地化しつつあります。アニメの力で
地域が輝く時代。私たちの町も、誰かの心に残る
「聖地」になるかもしれません。

沖縄のソウルフード
「島豆腐」

沖縄本島中南部に位置する西原町は「文教のま
ち」として知られ、歴史と文化が息づく町です。西
原町には県内トップクラスの生産量を誇る産業があ
ることをご存じでしょうか。それが沖縄の食文化に
欠かせない「島豆腐」です。
水資源に恵まれた西原町には複数の豆腐メーカー
が集まり、スーパーに並ぶ島豆腐の半数以上が同町
内で製造されています。島豆腐の歴史は琉球王国時
代にまでさかのぼります。中国から伝わった製法が
根付き、独自の進化を遂げた結果、しっかりとし
た食感と濃厚な味わいが特徴の島豆腐が誕生しま
した。
過去には島豆腐存続の危機がありました。本土復
帰に伴い食品衛生法の規定で、２年間「あちこー
こー（温かい）」の豆腐が姿を消したこともありま
す。令和に入ってからも、2021年６月にHACCP
に基づく衛生管理が義務化され、時間帯によっては
小売店で「あちこーこー」の豆腐が購入しづらく
なったと身に感じている方も多いのではないでしょ
うか。
それでも、メーカー各社は販売手法の変更や昔な
がらの製法を活かしつつ冷蔵でおいしく食べられる
よう改良を重ね、個性豊かな島豆腐が生産されてい
ます。
近年、西原町では10月２日の「豆腐の日」にち
なんで、毎年「豆腐フェスタ」が開催されていま
す。ゆし豆腐作り体験や食べ比べなどを通じて、島
豆腐の魅力を再発見する機会が提供されています。
この機会に、次世代へと受け継ぐべき食文化として
「あちこーこー」島豆腐を味わってみませんか。
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老朽システム放置で多額損失
沖縄銀行　デジタル事業部調査役
宮里　美貴子

仕組みや動向　正しく理解を
沖縄銀行営業推進部ローンステーションいとまん店長
赤嶺　祥一

（2025年10月26日掲載）（2025年10月19日掲載）

※琉球新報に掲載

ZEH住宅の今後の展望
について

DX推進へ　
デジタル化への対応

経済産業省提唱の「2025年の崖」は2018年の
「DXレポート」で示された概念です。老朽化シス
テムが足

あし
枷
かせ
となり、日本企業がDX（デジタルトラ

ンスフォーメーション）を十分推進できず、経営改
革が遅れてデジタル競争に敗れ、最大年間12兆円
の経済損失が生じる可能性があると警鐘を鳴らしま
した。
沖縄県にも深く関係しています。中小企業や自治
体、金融機関は依然として古いシステムや紙ベース
の業務、属人的な業務フローが残り、データ活用や
オンライン化が十分に進んでいないケースが多くあ
ります。放置すれば地域の生産性が低下し、県民の
生活にも深刻な影響を及ぼしかねません。24年の
アンケートで、デジタル化の４段階のうち段階２
まで（アナログからデジタルツール活用への移行状
態）が64.8％を占め、半数以上が変革の途上にあ
ることが明らかになりました。
DXは単なるIT導入ではなく、業務プロセスや
組織文化の変革を伴い、経営層の強いコミットメ
ントと現場の理解が不可欠です。国は「DX推進指
標」「レガシーシステムモダン化ガイドライン」を
提示し、企業の自己診断と改善を促していますが、
実行には時間と覚悟が求められます。2025年の崖
は、危機であると同時に変革の契機です。私たちも
地域金融機関としての使命を果たすべく、顧客視点
に立ったサービス設計と柔軟なシステム構築に向
け、地道な改革を着実に進めていきたいと考えてい
ます。

新築住宅の計画で「ZEH」という言葉をよく耳
にすると思います。ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウスの略語で、年間の１次エネルギーの消費量
の収支がゼロになることを目指す住宅を指します。
ZEH住宅は2050年のカーボンニュートラル社会
の実現に向けた政策の一環に位置づけられていま
す。2025年４月から全ての新築住宅・非住宅に省
エネ基準適合が義務付けられます。ZEH水準や省
エネ基準の段階的引き上げも予定されています。沖
縄県における2020年から23年のZEH住宅受託数
は、注文住宅・分譲住宅ともに年々増加しており、
25年度以降は省エネ基準の義務化により、更なる
増加が見込まれます。
ZEH住宅のメリットは経済性、快適・健康性、
レジリエンス（災害対応力）の３点が挙げられま
す。経済性は断熱性能や発電設備利用で光熱費を安
く抑え、快適・健康性は室温を一定に保ち快適な生
活を送れます。レジリエンスは台風や地震等の災害
時には発電設備等を活用し、安心な生活を送ること
ができます。
一方で、ZEH住宅基準を満たすには、断熱資材
や省エネ設備の導入により建築コストが増加しま
す。太陽光発電の電力量は天候に左右されるため、
収益に影響する可能性もあります。
住宅取得を検討している方にとっては、ZEHの
仕組みや今後の動向を正しく理解することが重要で
す。金融機関でもZEHに関する知見を深め、今後
の展望を見据えた金融サービスの提供が求められる
と考えます。




